
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安全報告書 （２０２６年） 

筑波観光鉄道株式会社 



１．ご利用の皆様へ 

 

日頃より、筑波山ケーブルカーならびに筑波山ロープウェイをご利用いただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

当社は、「安全・安心」を第一に行動することを掲げた京成グループ行動方針に基づき、確実

な保守点検、計画的な設備更新、安全に関する教育訓練や、緊急時を想定した実践的な訓練等を

実施することで、筑波山にお越しになるお客様が安心して楽しいひと時をお過ごしいただける

よう事業運営に努めております。 

本報告書は、鉄道事業法第１９条の４に基づき、主に２０２５年度に実施した輸送の安全確

保のために講じた取り組み等を皆様にご紹介するために作成いたしました。 

引き続き、お客様が安心してご利用いただけるよう、安全確保とサービス向上に努めてまい

りますので、ぜひご一読いただき、ご意見・ご感想をお聞かせくださいますようお願い申し上げ

ます。 

 

２０２６年８月 

筑 波 観 光 鉄 道 株 式 会 社 

代表取締役社長  枝村 誠 

 

 

２．基本方針と安全目標 

（１）基本方針 

当社では、京成グループ行動指針に基づき、社会的使命の根幹をなすものとして、「安

全・安心を第一」と掲げており、「安全基本方針」を次のように定め、社長以下従業員に周

知・徹底しております。 

① 一致団結して輸送の安全確保に努める。 

② 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこれを遵守し、厳

正、忠実に職務を遂行する。 

③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努める。 

④ 職務の実施に当たり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思

われる取扱いをする。 

⑤ 事故・災害等が発生した時は、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適切な処

置をとる。 

⑥ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え透明性を確保する。 

⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦する。 

（２）安全目標 

２０２５年度における安全目標は、「安全安心最優先 事故・故障発生ゼロへの挑戦」を



掲げました。 

区 分 項 目 内 容 

定量的な目標 
人身傷害事故 発生件数を０件に努める。 

設備不具合による事故・故障 発生件数を０件に努める。 

 

３．事故等の発生状況（２０２５年度） 

（１）運転事故（人身傷害事故） 

発生件数は０件でした。 

（２）設備不具合による事故・故障 

発生件数は０件でした。 

（３）災害（地震・雷・暴風雨・豪雪等）による運転休止 

鋼索鉄道は、雷害および積雪のため、一時運休３回、延べ１３時間０分運行を休止しまし

た。 

索道は、強風・雷害・積雪のため、一時運休９回、延べ３１時間４０分運行を休止しまし

た。 

（４）インシデント（重大事故に結びつく兆候） 

発生件数は０件でした。 

（５）行政指導等 

関東運輸局からの行政指導はありません。 

 

４．輸送の安全のための取り組み 

（１）人材教育 

当社では、安全な輸送を確保するため、以下の教育および訓練を実施しています。 

・安全教育 

・コンプライアンス教育 

・鋼索鉄道救助訓練（事故・トンネル内火災対応） 

・索道救急脱出訓練 

・テロ対策訓練 

（２）ヒヤリハット情報の収集（リスク管理） 

当社では、現場で発生したヒヤリハット情報を収集・共有し、運輸部会議において対策を

検討することで、事故の未然防止に努めています。 

（３）安全のための投資と支出（２０２５年度） 

運行の安全を確保するため、必要な工事や検査、設備の更新・修繕などを実施しました。 

① 鋼索鉄道 

・車両バッテリー及び整流器の更新 

・枕木交換 



・トンネル補修工事 

・車両制動機の整備 

・定期検査（変電設備・巻上設備等） 

・枯木伐採 

・電気部品等の更新 

・レール交換工事 

② 索道 

・懸垂索受け受索輪の交換 

・曳索切詰工事 

・搬器放送設備修理 

・搬器自動塗油器ローラーの交換 

・定期検査（変電設備・巻上設備・搬器および索条等） 

 

５．利用者の皆様との連携とお願い 

（１）ＢＭＫ推進運動への参加 

当社は、京成グループの一社として「ＢＭＫ推進運動」に参加しています。ＢＭＫとは

「ベストマナー向上」の略称で、お客様にいつでも安心して気持ちよく京成グループをご利

用いただけるよう、接客サービスの向上を目的として、グループ一丸となって取り組んでい

る運動です。 

毎年、春と秋にそれぞれ１か月間の強調月間を設け、重点テーマを定めて、マナーの向上

に取り組んでいます。 

（２）乗車時のお願い 

① 車内では、窓から手や顔を出さないでください。 

② 車内には、危険物・爆発物を持ち込まないでください。 

③ SNS への投稿や、YouTube 等への動画の撮影・アップロードを行う際は、周囲のお客

様のご迷惑とならないようご配慮ください。 

④ ペットをお連れの場合は、キャリーケースに入れてください。キャリーケースは各駅

にご用意しています。詳しくは駅員にお尋ねください。 

  



６．当社の安全管理体制  （2026 年 8 月現在） 

＜ 鋼 索 鉄 道 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 締 役 社 長 輸送の安全確保に関する、最終的な責任を負う。 

常 務 取 締 役 輸送の安全確保に関する業務管理、設備・施設の保守管理、その他

技術上の事項に関する業務を管理する。 

総 務 部 長 投資計画、予算計画、要員計画、その他必要な計画の検討および検

証を行う。 

運 輸 部 長 

（安 全 統 括 管 理 者） 

輸送の安全確保に関する業務を統括する。 

施 設 管 理 部 長 安全統括管理者指揮の下、施設および車両に関する事項を管理す

る。 

ケーブルカー担当課長 

（運 転 管 理 者） 

（乗務員指導管理者） 

安全統括管理者指揮の下、運転に関する事項を統括し、運転員・乗

務員の資質保持に関する事項を管理する。 

施 設 管 理 担 当 課 長 

（施設・車両管理者） 

安全統括管理者指揮の下、施設および車両に関する事項を統括す

る。 

施設管理担当課長補佐 

（施 設 ・ 車 両 担 当） 

施設・車両管理者指揮の下、車両の検査計画、その他必要な計画の

検討および検証に関する業務を補助する。 

施 設 整 備 長 施設・車両に関する整備を計画のもとに遂行する。 

取 締 役 社 長 

常 務 取 締 役 総 務 部 長 

施 設 管 理 部 長 

施 設 管 理 担 当 課 長 

（施設・車両管理者） 

施 設 管 理 課 長 補 佐 

（施 設 ・ 車 両 担 当） 

施 設 整 備 長 

施 設 整 備 員 

運 輸 部 長 

（安 全 統 括 管 理 者） 

ケーブルカー担当課長 

（運 転 管 理 者） 

（乗務員指導管理者） 

駅 長 

運転員・乗務員・駅務員 



＜ 索 道 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取 締 役 社 長 輸送の安全確保に関する、最終的な責任を負う。 

常 務 取 締 役 輸送の安全確保に関する業務管理、設備・施設の保守管理、その他

技術上の事項に関する業務を管理する。 

総 務 部 長 投資計画、予算計画、要員計画、その他必要な計画の検討および検

証を行う。 

運 輸 部 長 

（安 全 統 括 管 理 者） 

輸送の安全確保に関する業務を統括する。 

施 設 管 理 部 長 安全統括管理者指揮の下、索道の運行管理、施設の保守管理、その

他索道の技術上の事項に関する業務を管理する。 

施 設 管 理 担 当 課 長 

（索 道 技 術 管 理 者） 

安全統括管理者指揮の下、索道の運行管理、施設の保守管理、その

他索道の技術上の事項に関する業務を統括する。 

施設管理担当課長補佐 索道技術管理者指揮の下、その業務を補佐する。 

施 設 整 備 長 

（索 道 技 術 管 理 員） 

索道技術管理者指揮の下、索道の運行管理、施設の保守管理、その

他索道の技術上の事項に関する業務を補助する。 

取 締 役 社 長 

常 務 取 締 役 総 務 部 長 

施 設 管 理 部 長 運 輸 部 長 

（安 全 統 括 管 理 者） 

施 設 管 理 課 長 

（索 道 技 術 管 理 者） 

施 設 管 理 課 長 補 佐 

施 設 整 備 長 

（索 道 技 術 管 理 員） 

ロープウェイ担当課長 

施 設 整 備 員 

駅 長 

運転員・乗務員・駅務員 



ご連絡先 

 

安全報告書へのご感想、当社の安全への取り組みに関するご意見をお寄せください。 

 

〒３００－４３５２ 

茨城県つくば市筑波１番地 

筑波観光鉄道株式会社 

TEL：０２９－８６６－０６１１ 

FAX：０２９－８６６－１６０９ 

E-Mail：tkt@mt-tsukuba.com 

 


